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今月の賀茂～んは…

① 新年のあいさつ

② 教えて！ジオパーク！ Ｐａｒｔ．１

③ 花をつなぐ道づくり

海水風火史おしえて！ジオパーク！ Part.1

「ジオパーク?? 最近よく聞くけど…わからない??」そう思っている方
たくさんいらっしゃると思います。
『賀茂～ん!!』では、今月号から数号にわたり、そんな疑問にお答えす
るとともに、伊豆地域のすばらしさを再認識していただくため、伊豆半島
ジオパークや伊豆地域の美しいジオサイトについて、紹介していきます。
疑問① そもそもジオパークってなに??
ジオパークとは、「大地の恵みを物語る場所（公園）」です。

つまり、地質地形やそれに由来する地域の文化・歴史・産業・動
植物などを広く「大地の恵み」としてとらえ、子供たちや訪れた
人にわかりやすく「物語る場所」という意味です。
伊豆半島は、はるか南洋の火山島がプレート運動により、北上

し、本州に衝突して半島化したという、世界的にも独特な場所で
あることから、昨年9月、日本ジオパークに認定されました。
疑問② ジオパークになるとどうなるの？
ジオパークは、「地元の人が知り、誇りに思い、守り、語る」

活動そのものです。ジオパークになること、そしてその過程で、
地元住民に、より一層伊豆に対する郷土愛･誇りが生まれ、大地
の遺産を大切にする気持ちが育まれます。また、「世界の伊豆半
島」というブランドを手に入れることで、国内外からの注目度も
増すことになるので、観光誘客を含めた地域活性のチャンスとな
ります。

詳しくはこちら ↓↓
伊豆半島ジオパーク推進協議会
ＵＲＬ：http://izugeopark.org/

今から約2000万年前、

本州のはるか南の海上

に火山群が生まれまし

た。その火山群は、フィ

リピン海プレートの動き

に合わせて北上し、約

60万年前、本州へ衝突。

約20万年前に現在の伊

豆半島の形になりました。

また、フィリピン海プレートの動きは現在もなお、伊豆半島

を本州に押し込み続けていています。

緩やかな地殻変動が、伊豆の大地の多様性を育み、世界

のどこを探しても例をみない、地球上の特異点を創造してい

るのです。

少しは、ジオパークについて、知っていただけたでしょうか。
次号からは、ジオパークの醍醐味、伊豆地域の美しいジオサ
イトについて紹介していきます。お楽しみに。



お問合せは
静岡県 下田土木事務所 企画検査課まで
〒415-0016 静岡県下田市中531番地の1
TEL： 0558-24-2113 FAX：0558-23-2123
E-mail： shimodo-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp
URL： http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-810/index.html

花をつなぐ道づくり

② 橋を架け替えています

③ 道路を広げています

① 新しく道路をつくっています

下田市の国道414号では、道路の幅が狭く車のす
れ違いが難しい区間があるため、拡幅工事を実施し
ています。
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2013.2.5 3.10火 日

よさこい翔華組の演舞や下田太鼓

のほか、漁師鍋のサービスがあります。

会場では、アロエ製品やさん

ま寿司など、地場産品の販売

やアロエ茶サービスなどがあり

ます。

多くの露店が出店され、ご当地Ｂ級グルメが楽しみ

ながら、桜を眺めることができます。
その他、ミニクラシックコンサートな

どさまざまなイベントも行われます。

まつりの開催と一緒に、 ウォー

キングやナイトランが行われます。

また、菜の花畑での結婚式は

毎年の恒例となっています。

①②

③

河津町の県道下佐ヶ野谷津線では、安全
で快適な走行環境の確保のため、バイパス
整備を行っています。
この路線は、観光交通を含めて交通量が

多いのにもかかわらず、2車線化されてい
ない状況でした。道沿いには、民家が立ち
並んでおり、道路拡幅が難しかったため、
バイパス整備を行うこととしました。

施工前

施工後

西伊豆町の国道136号浜橋では、地震に対する安全性（耐震
性）を確保するため、また老朽化や海からの潮風により劣化が
進行していることから、橋の架け替え工事を実施しています。
現在までに、仮橋による迂回路の建設が終了し、今後旧橋の

撤去作業を行っていきます。

すでに一部の区間につ
いては完成しており、開
通を記念して昨年12月22
日に式典が行われました。
その他の区間についても
整備を進めていく予定で
す。

開通式の様子

施工前
施工後

仮橋設置後

伊豆地域では、冬から春にかけて、花のイベントが各地で
開催されます。下田土木事務所では、そういった自然資源の
有効的な活用を後押しするため、円滑な交通網の整備に尽力
しているところです。
そこで今月の『賀茂～ん!!』では、花のイベントと、下田
土木事務所が実施している道路事業を紹介をさせていただき
ます。


